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本 邦 産 草 蜻 蛤 の 既 知 種 に 就 き て

農 學 士  岡 本 牛 次 郎

UEBER DIE BEKANNTEN ARTEN DER
JAPANISCHEN CHRYSOPIDEN

Yon

If. Otreuoro, Nogakzesi.

本邦産の草蜻蛤は十九世紀の中葉、獨人フルマイステル氏 (Burnteis撤,H.)に

よ多て和めて學術界に稜表せられたるに始まり、爾ホ数多の昆最學者にようて命

名せられ或は紹介せられたるもの約二十種を算す。 然して余が現在の智識に於

ては、此等は悉 く確定種のみにあらずして異名となるものあう(例せば
Ch.perla

CL.)Var fr“ね N47.は Che intima M・ L.の、又 Nothoche robustt Gersteは
Ch

中 ね M'L。 の異名なるが如し)或はス誤認せ られ し種あるの結果、本邦産草蜻

蛉の既知種は下の十二種 となる、即
・
ち

1.Chrysopal il亜 mM'L.

2. Che    perla(L.)

a cho      M'L

4. Ch.   F biputtdhttb B短 m.

こさObびろう

よつほしくさかがろう

ふたはしくさかげら

":|   
‐

もんこさかげらb      l
iり ゆりをうこさかがろ

"ひめりゆ♭き♭4さかげら〕

むもんこさかげろう

5. Ch。

6. Ch.

7ざ  Ch。

8. Ch.

lernyi Ndv.

remota Wk.

basalis Wk.

inornata -Mats.
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9.Ch.  鋤凸alinensis Mtts。  からふとこさかげろ
"10。 ktth∝ヒFaねpOniCal M'L. せぁ,こさかげろう

11。 Nothoch。 ぬv"oa Gerst。    ぁをせ 4さかげろう
12.Apochrysal ttLtsuntura3o OLm。 ぁみりこさかげろ b

是なり。 以上の他猶一二種の日本に産するが如く思はるゝものあり、例へば本

科中最も分布廣き Ch・ ▼ulgaris Schn.及び乙れが憂種なる Ch.▼ulgaris Schn.

valr.血crocephah Braru.の 如し、然 )と雖も此二種は未だ勃れとも確定するに至

らず。 殊に又前配の既知種以外、余の手許に、よう多くの新種あるも、これを豪

表せんには猶ほ幾多の日子を要するを以て、今は単に既知種に就きての研究結果

を報告するに止め、新種の磯表は他日を約せざるべからざるなり。 加之本報告

も未だ標本不備にして、その結果完壁を期し難しと雖も亦以て本邦産草蜻蛉を研

究する人士の参考となるを信ず。 終 うに本科の昆最を研究せらる 及ゝびせられ

んとする諸氏の、余に標本を御恵選せられん事を切望す。

因に、種の記載になるべく簡明を旨とせり、但つ種を鑑定する上に於て重要なる諸識に悉く記載せり、

然れども標本不足のため原記載を課逃せしものに、自分乍ら大に不明瞭の嫌わろも、こに令の場合致方なし0

le Chrysopa inuntal M■。こさ,びろう

Chrysopa inha M'L.,踊 nd.Ёnbh.議 。,Lond.,p.230(18933.1 :
Chrysopa perla L.vare ia“ a NttVe,Brottth l発 nD Z001.,vdo IX,“ 。1,p.39(1910).

艦緑色J 頭部黄色、鯛角間に轟形の黒紋あり。後頭繰に近く四黒識を横列し

外側の二個は複眼に接鯛す。 雨類に各一黒象 額片の前繰に近く、雨側に精園形
を塁せる一黒紋あ 3。  鯛角黄褐t共端に至るに従ひ色環 く、第二笛は黒褐なう。
小肥髪黄褐、その尖端及び基節は黒褐な多二 前胸の雨側に普通各二個の黒紋あ
3(マ氏の原証載には三個とあう)。 中胸背の前繰に黒色の一横線あ、)、 中後雨胸
の前肩板 (SCaltt mteFiOreS)に 三個の黒色識あう、:・ 形に位置す、前胸板中胸板



H.mMoTO:umm Dtt B‐ ANMEN▲■
"N DEB「
▲PANttHtt CIBYSoPDEN.   11

及び後胸板は黒色」 脚緑色、附節淡褐、翅透明、翅腫緑色、前翅の横脈の大、 後

翅の前線横脈、征小横脈及び段横脈 (   Nervulus)は黒色なり、脈に黒褐色

の短毛を生ずJ

澄ぃ長  9-13粍        .1

前翅長  13-17粍               =: .

分布 北海道 (札幌X本州 (信濃國八ケ岳、陸奥回十和田湖眸)。     : |

東部西比利亜 (ナヴハス氏 (11)に よる)。

本種はマタラタラン氏 (8)が和めて記載したるものにして、一つの異名あり、即

ちナヴハス氏 (9)の Ch.peda(L。 )vtt fractt N術 。之れなり、此憂種はその記載

餘 うに簡単なるも本種と同一種なることは疑なき所なう。 而して Che i面血Lは

Che wttbtt M'L。 (ハンガ リー産)Ch・ perla(L.)及び Ch.ypSi10n ntch。 (本国産 )

に類似せ )、 殊にハーゲン氏(41の記事によう又余が所蔵の標本 (米国産):こ より

て識別するに最も Fi10nに 近し、然れども鯛角間の =紋が ypSi10n lヽ於て エ

形を塁せる事と、・腹部の斑紋の有無にようE別することを得る也。

因にこさかがろうなる和名は現今専ら Che perlaに使用せらる もヽ、Ch・ perla

の本邦に産する事につきては余に於て未だ未定の問題 (Cho perlaの項参照)な り、

又この和名は人にようて一定せず、各勝手に異れる種に附し、ユ又具正の perlaに

該和名を附せし書なきの故にこさかげろうなる和名は比較的分布廣く殊に pe山

に最も近3本種に附するを通営と認む。

2. ChwSopa perh(L.)

He血erobius perh LI Syst.Nato m.12,′ i。 2,911,2.(1768).

Chr"Opta peFh'ヨ h醐 er9 Mon呼e ChWS・ 136,盤 ,pl.袈 (1851)。   .

′
證緑色乃奎黄色J 鯛角間に =形の黒紋あるも、その実端後頭に於て互に相癒

着して、乱形を塁す。 後頭にこの黒環の雨側に各一黒騰を存在す。額片及び雨

類の市側に各一黒線あ 3。 上居は黒色もて繰とられ、小肥髪の基節及び未端部の

大部黒色6 鯛角黄褐にして、その実端濃く、第二節は黒色なう。 雄にあうては、

饉長よう通に長しJ 前胸に四黒紋あ 3。 中胸背の前線に,黒色の`二横線 前゙肩板
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い哺岬騰 antoriores)の雨側に、黒色の大き各一維憔 その内側に一黒識t稜批

部と前肩板の接合線は黒色、後胸の雨側に各二黒紙 後胸背の接合部及び共後繰

は黒色なうJ 腹部は雄にありては、各環師の前繰は黒色なるも、雌にあうては雨

側と環節と環節との接合部を除きて、全部黒色なう」 翅透.明、翅脈緑色乃至黄

色なれども、横脈は悉く黒色なう。 繰紋淡褐t脈に黒褐毛を生ずJ 雄の下葉は

短くして上方に屈曲せず、その実端鈍なう」              :

腱 長  10耗
:   
前翅長  13-15粍

分布 日本 (?)。 欧羅巴
` 
西比利亜。

本種はマタラタラン (8)氏が最和に本邦に産すと報告せう、後ち松村博士t(10。

13)及び著者 (141は樺太 (日本領)及び北海道に産することを記し、近くは桑名伊之

吉氏 (15)の東京附近に産することを報ぜ ♭。 然るに余は其後研究を績けつ あヽ
る間に、殊に今回欧洲産の Ch."山 (本大學所蔵)を見るに及びて本種の果して

日本に産するや否やにうきて大に疑を懐くに至れ多。 而して異に余が記載せし
標本は営時簡軍なる記事にょうて検索せる結果 Ch.perLと 全く同一種の如く考

へしも、詳細に欧洲産のものと比較するに及び途に其誤認なるを覺う(松村博士の

もの亦同様なるべきか)同時に測らずも Che intimaな るを知多得た ,。  叉桑名
氏が記載せし Cho perLは その記事と固版とによるに全然別種にして、市もperh

とは餘程繰の遠きものなり。 恐くは地球上最も分布廣き Ch.VutariSか或は叉

之れが憂種なるべし。マ氏は単に本邦に産すと記せしのみにて、探集場所を明記

せ虫 余は数年以前よう本種の探集に努力せるも猶ほ未だ具正の perla一頭をも

見るを得負 ス人々によう perlaな うとせらる 種ゝも亦前記の如く異種なるの識
fよ

クして呆して本種の本邦に産するやの疑間を生じ泰ぅ亦止むなきなう6 但し
前記マ氏及びナバス氏 (11)の共に西比利亜に産することを記する識よう考察す

れば樺太t北海道及び本州の高山に産せずとも限らず、暫 iく 記して藩来の研究に

待つべし61本種の記載は参考に資せんが馬め欧洲産の標本及びシュナイダT氏
(2)・ の記事を参酌して記せるものなう。
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1'歯にこきかがありなる和名は上 記の理 由によう (Ch・
intim嵐 の項参照)｀ Ch`

轟価島:の専有物となせしヒ以て、夏に本種に命名せざるべからざれどもこ本邦産

として泉だ疑間中にあれば、
｀
本種の権かに本邦It産することの明僚となるの日茨

‐

めて命名することヽ せん。                    r_

a Chrysopa c%“毎V蜀,`よつほしこさ|〕げろう(新稀)

0呻 p`α瑠田協 M'L.,5olm・ ■in■OS""IX,P0249(1867).               ′.

Nothochrysa robusta Gerst.,ⅢL Vero Neu‐ Vorpomo und R亀.驚"25,pe 73(1893).  
｀

艦緑色又は東色若くは茸繰0な―うゃ緑色の個證にあうては胸背に責色の一中條

を有す」 鯛角黄褐、基部責色、顔に四黒紋あら、二つは鯛角の下にありて稽園形

を塁し、他の二つは額片の雨側にあ多て線状を墨す、(顔にこの四紋あるも
の最も

普通なう又稀
:に

此外鯛角間に一黒紋を有するものあり)雨髪黄褐」
・ 前胸前縁の

側面に一黒紋あうJ 脚黄色若くは緑色、附節黄褐なうJ 翅は透明、縁紋淡緑

褐、翅脈緑色、前後翅の前縁横脈(繰紋内の横脈を除くヽ前翅の後肘横脈及び臀横脈

と、後翅の征脈と征脈第二小枝間の横脈は其前年部黒色、翅脈に黒色短毛を生ず」

腱 長
‐
13-15粍

前翅長  19二21粍

分布 北海道 (利幌、定山漢)、 本州 (東京、甲府、紀伊、播摩X 九州 (日 向ξL熊

あ|)。        :         `   :

西比利亜 (ナバス氏)。 支那 (マタラタラン氏)。 カンボチア (マタラタ

ラン氏)。

本種はマタラタラン氏 (5)に依うて記載せられたるものにして Chl lSep"n―

punchta(WeSma.):(欧 州産)及び bipun仙山 Burna。 (日 本産)lこ酷似す、マ氏の和めて

験せし数多の標本中には一つも鯛角間に一黒識を存するものなかうしかば主とし

て此識ようSepbnpun_動山 とE別 したり、然るに一人七五年マ氏 (6)は再び日本産

の草蜻蛉を験するに営多鯛角間に■黒識ある一標本あるを知多本種ヒ彎・
SOpten_

pun山山 の地方形なうと断定せるも、ヽ余は此説に賛せず、顔面の斑紋及び後翅脈
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の彩色等に依うて本種を獨立せるものと認む、ス ЫPm山山 Ihm.ょ ぅは鯛角
前方の弦月形紋の有無にようて容易に雨者をE別 し得べし。 グルステッケル氏
(7)は一人九二年本邦産の二草靖蛉を記載しその一を Nomochwsa robushと 命

名せ)、 然るに本種の記事を詳細に研究すれば何人も直ちに該種は Che呻慨
の異名なるを知るに確からさる也。

因にマ氏は主として第三肘室 (3rde Cubitt cell)の形状にようて Chrysopaょ

う一属を編成し Nothochrysalと 命ぜ )、 然るに本邦産の草蜻蛉を研究するに営多、

3rde Cubitt cellの形状は同一種のうち種々あるを以て、此識を分属の主眼とする

は誤れり、追つて 3rdo Cubi慨l cenに開する卑説を職表せんことを期す。

本和名よつほし4さかげろうは顔面に四個の黒識あるによう此名を附す。

CbrysOpa bipun山山 Bwm.ふたはしこさかげろう
Chrysopla bipunctab Bmeister9コ RIdbuch der Entomol。 ,2 Bd.p.982(1839)。      ,

"    "   SchneideL MOnog。 Ohrysop。 ,p。 103,tab:31(1851)。

"    "  Wa■ er,Ltt DiL IEus。 ,p.251,(1"3).

"     "   DIac Lacuan,T.E.Se,p。 182(1875),

本種はよつほしくさかげろうに類似す、其主なる相違識を列記すれば次の如し。

イ、 鯛角籍入部の前後に弦月形の黒絞あう、時に雨者癒合して一環をなす。
口、 眼の前方即ち類にに一黒線あり。
ハ、 前翅の段横脈 (VenulaO gratttum)は (第一連又は第一第二連とも)黒色な
う。                :

二、 翅脈の短毛黄褐色な ,。
ホ、 前種に比して小形なう。                 |
':   證 長  11粍
::      前翅長  17粍
‐ 分布 本州 (P)。

―本種はフルマイステル氏 (1)に ようて記載せられたるものなれど同氏の記載

は頗る簡単にして果して軌れの種を指すや考諒に苦しむを以て余はシユナイダー

4。
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氏(2)の明細なる記事と自版とにようて本種を制定せ
'。

 饉かに一標本 (探集

士L不明)を見しのみ、極めて締品なるもら 女ヽ|し、本種を鑑月1す
る上に於t最も必

要なる事は “Strh alrcuah ht antt antennas COnSpicuar"に
あり。

5。 Chryttpa bzeyi N乙 ▼.もんこさかげろう(新群)

ChryS01p lezeyi Nttvas,Broto Sere Z001.,Vol.IX,faSCe l,p.42(1910)・

本種はふたほしこさかげろうに接近するも、顔面
及び胸部の班紋によう容易に

E別するを得るな
'。

艦黄緑色J 鯛角間に一黒紋あり、鯛角籍入蔀ら前芳
'こ

弦月形の黒紋及び雨頬

並に額片の雨側に各二黒紋を有す、夏に頭項に二黒謝及び後頭
に四黒謝と横列す。

鯛角黄褐、基部は色濃く第一節の内側に一黒褐紋あり、第
二節黒色なりJ 前胸に

は溝の雨側に二黒識あう。 前縁角の内側は黒色、中面に八個、後胸
に二個の黒騰

ぁうJ 腹部に黒褐識多し」 翅透明、翅脈黄褐、前翅に於
ては基部の前縁横脈及

び征小脈横脈は一部分黒色なり、翅の実端回しJ

證 長  8.5粍

前翅長  13粍

分布 日本。

本種はナバス氏(9)に ようて記載せらる、余未だ
ChrySOpaに属す0本種を見

ざれども b`thOchrysal(マ 氏の分属法に従
へば)lこ属する本種に極めて酷似せ

る一

標本を有す、恐くは同一種なる
べし。

因に本種は腱に多数の黒紋を具ふると以
てもんこさかげろうと新稀す。

… 6。 Chrympa reⅢ満 WK。 りゆ♭き♭こさ
かげろう(新稀)

ChrySopa remLdh Walker,LiSt Spec.Neurop.Iコ
S.‐00uo B五to MuS.,Pt.コLp.238(1853).

本種は C10 001nical(サ ンドウイチ島産口こ近似す。            |

艦煉瓦色J 鯛角前翅よう僅かに長しJ 前胸は長さよう幅廣く、前方
に於て

少しく狭しJ 腹部錆色、実端煉瓦色なうJ 翅透明、翅脈緑色、段横脈 (graⅢ
"
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亜肘小室

岡本一本邦 産草靖:蛉 の既知種 に就 きて

の第一連は実端に
=る
に従ひ不完全となる、肘小室 (Cubitt areOlet)は

(SubCubitt areoleり の牛分よう小な多J繰紋淡煉瓦色」

艦 長  11粍  |
前翅長  約 16粍

硫球。 ナヴヰガドニル島。

■ Chrysopa basaliS WK.ひりりゅうき34さかげろう(新牌)

分布

ChrysOpa b田 雌s walkeL List Speco NeurOp.hs.Oon‐B血。Mus。 ,Pt.:Lp.239(1853).

本種は前種に近きも邊かに小形な多。

澄錆色 (下面は煉瓦色L,鯛角は基部に至るに従r/1煉瓦色となるJ 前胸幅よ
う 少ヽしく長く、その前端頗る狭しJ 脚淡3煉瓦色J 翅透明、翅脈煉瓦色、段横
脈 (Gra色ね宙enbt)の第二連は実端に於て不完全となる、,肘/1b室 (CubLl a]Ю ld)

は亜肘小室 (Subcuhtal alreobり の牛分ょり小なうJ

艦 長 6粍

前翅長 9粍
分布 硫球。

前記二種はウォーヵ―氏(3)に ようて命名せられ記載せらる、軌れも硫球の産

な多。 余未だ此二種を見るの機會なきを以て、ウ氏の記載を課述せるに止まる。

8。 ChrysOpa inorllatt Ma樋 .むもん 4さかげろう
Chwsopa inmmtt lratsumm,JOume Col.Agro TOhOku lmp.Un市

。sappOrO,vOl.II Pt。 1。 p。
14 〔1911)。

本種はよつほLく さかげらうに類似す、但し頭部に黒紋なし。

澄黄線コ 鯛角淡黄褐、第一基節は黄線、第二節は黒褐なう、小肥髪黒褐J 前
胸は長さよう逸かに幅廣く、前繰角に近く各―黒褐紋あう、中後雨胸背に黄色の一
中條あう」 脚淡黄褐、圧節は多少線色を帯為  翅透明、縁紋淡黄褐、翅脈線
色t前線横脈 (前後翅とも)及び前翅の征横脈、肘横脈、臀横阪は皆その基部に於て
黒褐なうJ
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1- 證 長  14-15粍

前翅長  18-20粍

分布 樺太(キムイナ)、 本州(信濃上高地)。

9。 Chrysopa sachttnensis Ma惚 。からふとこさかびろ〕

Ch警;qぃ 働CLdinensls IIatsumm.Joum。 Ool.Agr.TohOku lmO.UniV・ 騎pporo9 Vd.IV,Pt。

■p.14(1911)・      :    
｀

本種はもんこさかがろうに精似たり、但し顔面の黒紋及び翅脈の杉色にようE

別し得べし。

證黄線 (胸部は緑色多しL 鯛角 (第一基節を除く)淡黄褐、鯛角間に一黒識あ

う、雨類に各一黒紋あう、雨髪 (各節の実端を除き)黒褐、上居に二個の小褐識あ

多」 前胸背に八 (雨側に三個宛、中央に二個λ中胸背に二黒識あうJ 脚淡黄

褐J 翅透明、縁紋稽不透明、脈豫緑乃至責白、 前縁横脈及び段横脈 tVtthe
graCa協o)黒色、他の横脈は雨端(中央を除く)のみ黒色なうJ

證 長  9粍

前翅長  12粍

分布 樺太 (リ ロウヰヨフカ)o

loo Nothochrysal iiapOnical M'L.せ あobこさかげろ♭

Nothmhry,a iapOnlm machlan,Transo Ento Soc。 ,p。 182(lgr5)。

本種は No polychroa Gest。 (ジヤワ産)に相近し、但し翅横脈の彩色によ〕
てE

別し得べじ。          ‐

頭胸部責又は責褐色J 鯛角深黒 (但 し二基節は責色L 前胸は長さようも幅

廣 く一中溝あう、前胸背は晴赤色、(前胸背の雨側のみ晴赤色なるも
のあうX中胸背

の前繰に黒色の一横線あり、前肩板 (SCalpulae alnbriore→ の雨側黒色、後
胸背の雨側

黒色」 腹部黒色にして其尖端及び各環節の前縁は晴黄なり (マ氏lt徒
へば腹背

黄色にして廣き一黒條あり)J 脚晴黄、各腿節の実端に近く一黒環あう、前鷹節
の
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内側は黒色なう」 翅透明、縁紋不透明、脈黄色、前縁脈 (基部に近き二三)の下牛
部黒色、脈に短か3黒毛を密生すJ

證 長  11-13粍

前翅長  16-19粍

分布 本州 (紀負 京都λ 九州 (熊本、長崎X 肇彎 (新祀)。
本種はマ氏 (6)が一標本によう記載せう、分布良 く憂潜にも産す、但し未だ東
北地方及び北海道に産するを知らず。 頗る美麗なる種な 3。

■ Nothochrysar divacea Gersteぁ をせこさかがら〕
r i  Nothochrysa d市

“
ea GenteckeL Mitto Neu‐VOrpomo und Rtten,Ig.,25,p.74(1893)。

本種はよつほしくさかがらうに類似すれとも斑紋を有せず。
・
鯛角淡黄赤色、その基節及び額は淡き藁色、頭頂及び上居は責繰な多J 胸部淡
きオソーブ色、前胸稽四角玖 その後学部に深き二横溝あ多J 脚黄褐色J 翅透
明、脈線色、繰紋黄褐、雨翅に於て前繰横脈の学部、前翅に於ては征横脈、肘横脈及

び臀横脈の基部に近き部分、後翅に於ては征脈の基部、第二征小脈の後竿及び中

脈は所々黒色なうJ 腹部は黄褐色J

腱 長  15粍

前翅長  21粍
分布 本州 (P)
本種はゲ氏 (7)に ようて凄表せらる(探集地横濱 然ヽれども余未だ本種を見す。

2。 Apochrysar mtttsumurtt Okam。 ぁみりこさかがら〕

:    Apochrysa ptsuttwtt okamotO,Transe Sapporo Nato Ehto sOc.,Vd.4,pt。
1,p。 13,聴。1

(1912),

艦黄自J 鯛角晴黄、第一基節は外側に赤紫色の一縦線を有し、第二節の外側は
晴褐色を塁す、額片は雨側に赤紫色の一斑紋を有すJ 前胸の側繰は赤紫色J 後
腿節は実端に近く晴褐の一環を具ふ」 腹部の行節は雨側に赤紫色の一線を有す
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翅透明t前翅の中央に
'(後繰に近く)一大晴友色紋あう、征小脈の征脈に交はる個

虎に同色の一小紋あり、此雨紋を連nる横脈は晴友色な多、翅脈殆んど無色、段

様脈 qmttals響岬中響り は前翅に三連、後翅に二連ありJ

_      證 長  12-23粍
`。  前翅長  22-24粍  `

分布 九州 (鹿見島)。
,本種は著者 (12)の機表せる種にして極めて珍種なう、本邦に産する草靖蛉中本

属に於ける第一種な 3。

日に、本種の翅に横脈頗る多3を以て翅脈網状を塁す、之れ本種を呼ぶにあみ

めこさかげら

"の

名を以てせる所以な 3。

東北帝國大學農科大學に於て。
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